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●発刊のご案内● 
 石油化学新聞社は『Ｖｅｃｔｏｒ（ベクトル）―化学関連企業トップは語る 2021 年版』を発刊しました。 

 昨年、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で産業界を取り巻く環境は大きく揺れ動き、日本の化学関連企

業も影響を少なからず受けました。同時に、企業はデジタル化、働き方改革など変化の波にさらされ、カーボ

ンニュートラル（温暖化ガス排出実質ゼロ）、循環型経済の構築、持続可能な社会の実現に向けた対応も求め

られています。 

 政府は 2050 年にカーボンニュートラルを目指す方針を打ち出しました。その実現のために化学産業が果た

すべき役割は大きいとされています。化学産業は生産工程などで二酸化炭素（ＣＯ２）を排出する半面、徹底

的に省エネルギー化を推し進めており、ＣＯ２を回収して利用するカーボンリサイクルを実現する上でも重要

な役割を担うと期待されています。 

 化学には新しいモノを創り出し、時代の変化に対して求められるソリューションを提供していける高いポテ

ンシャルがあります。人類が抱える数多くの課題の克服に深く関与できるのが化学産業です。化学関連企業の

役割がより重要になっており、持てる力をこれまで以上に発揮していかないといけない時代が来ています。 

 本書は弊社の石油化学新聞・新年号で毎年行っている化学関連企業のトップインタビューを 19 年から 21

年まで３年分収載したものです。各社の研究開発部門トップのインタビューも併せて掲載しております。激動

の時代に各社トップが何を考え、実行に移してきたのか。今後の事業活動の指針となることはもちろん業界動

向の分析、社員研修、リクルート、学生の企業研究など幅広いシーンでのご活用をお勧めいたします。 


